
令和５年度 施策別主要事業の概要

１ あおもりの未来をつくる人財の育成

「生活創造社会」の実現に向けて、未来の青森県の基盤となる人財の育成に取り組みます。

子どもたちが、ふるさとあおもりに対する誇りと愛着を持ち、新しい価値を創造する力や国際感覚を

身に付け、多様性を認め、人権を尊重し、心身ともに健康で自立した人財として成長するよう、学校・

家庭・地域が連携・協働して取り組みます。

（１）青森を理解し、世界に向かってチャレンジできる人づくり

子どもの頃から、身近な大人や地域との関わり、異文化交流などを通して、ふるさとへの理解や愛着

を深め、将来、青森から世界に向かってチャレンジできる人財の育成に、学校・家庭・地域が連携して

取り組みます。

① 持続可能な地域づくり「あおもり創造学」プロジェクト事業【継続重点】

８３，４０４千円(学校教育課)

② 青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業【継続重点】

２３，９０６千円(学校教育課)

幅広い教養や主体的に課題を発見し解決する国際的素養を身に付けた人材を育成するため、国

際的な教育プログラムである国際バカロレアの理念に基づく教育プログラムの開発・普及に取り

組むとともに、本県の高校生と台湾の高校生の相互交流による主体的で実践的な協働学習を実施

する。

③ ドリカム人づくり推進事業 ９，２５８千円(学校教育課)

④ 小・中学校外国語教育充実支援事業 １，０７４千円(学校教育課)

⑤ 済州国際青少年フォーラム派遣事業 ９７２千円(学校教育課)

⑥ 高校生国際交流推進事業 １，９２０千円(学校教育課)

⑦ 外国語指導助手設置事業 １３５，４０１千円(学校教育課)

⑧ 英語力を強化する指導改善事業 ２，２６７千円(学校教育課)

⑨ 青商ビジネスチャレンジｗｉｔｈ台湾事業【継続重点】 ９，３５３千円(学校教育課)

青森商業高等学校と台湾の高校による青森県と台湾での販売実践活動を通じて、県内商業高校

との連携及び台湾の高校との連携強化を図るとともに、国内外でビジネスを展開するノウハウを

高校段階から学び、ビジネスプロジェクトの協働実践を行う。

⑩ 国際バカロレア認定支援事業【新規】 ２，８３５千円(学校教育課)

世界に通用する論理的思考や表現力、コミュニケーション能力などを身に付けることができる

国際バカロレア（ＩＢ）教育を青森南高等学校に導入するため、ＩＢ候補校の認定に向けた科目

別ワークショップの受講やＩＢの理念を取り入れた授業・探究活動を行う。

⑪ エネルギーに関する教育支援事業費補助 ２，８５８千円(学校教育課)

⑫ 少年自然の家運営管理事業 ２１７，２２４千円(生涯学習課)

⑬ 小学生による縄文遺跡と地域の文化財体験事業【継続重点】 ３，０７１千円(文化財保護課)

⑭ こども民俗芸能大会 ４，５７０千円(文化財保護課)

⑮ 運営管理事業（郷土館） ９４，３８３千円(文化財保護課)



（２）「知・徳・体」の調和のとれた「生きる力」の育成

確かな学力の向上に取り組むほか、主権者教育や情報教育などにより、新しい時代に求められる資質

・能力の育成に取り組みます。

また、人権を尊重し、他者を思いやる心を育成するとともに、将来にわたって健康に暮らすための知

識の習得や意識の醸成、生活習慣の定着に取り組みます。

① あおもり教育フォーラム開催事業 ５９３千円(教育政策課)

② 学習状況調査 ６，１２６千円(学校教育課)

③ 県立学校におけるＩＣＴを活用した授業づくり推進事業【新規重点】

１３，７３０千円(学校教育課)

・ 高等学校におけるＩＣＴを活用した資質・能力を育む授業づくり推進事業 ６，３１５千円

授業の充実による生徒の資質・能力の育成を図るため、推進校においてＩＣＴを効果的に活

用した授業改善のための実践研究を行うとともに、ＩＣＴの活用推進に向けた教員研修等を実

施する。

・ 特別支援学校におけるＩＣＴを活用した自立と社会参加を目指す学びの推進事業

７，４１５千円

障害種や個々の障害に応じた主体的、対話的で深い学びを推進するため、特別支援学校にお

いてＩＣＴを活用した授業実践や研修会を行うとともに、ＩＣＴの効果的な活用を検討する協

議会を開催する。

④ 進学力を高める高校支援事業 ６，８８３千円(学校教育課)

⑤ 小・中学校外国語教育充実支援事業（再掲） １，０７４千円(学校教育課)

⑥ 青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業【継続重点】（再掲）

２３，９０６千円(学校教育課)

⑦ 外国語指導助手設置事業（再掲） １３５，４０１千円(学校教育課)

⑧ 英語力を強化する指導改善事業（再掲） ２，２６７千円(学校教育課)

⑨ 済州国際青少年フォーラム派遣事業（再掲） ９７２千円(学校教育課)

⑩ 高校生国際交流推進事業（再掲） １，９２０千円(学校教育課)

⑪ 医師を志す高校生支援事業 １８，５９９千円(学校教育課)

⑫ スーパーサイエンスハイスクール支援事業 ３，６１０千円(学校教育課)

⑬ 科学の甲子園関係事業 ６４７千円(学校教育課)

⑭ ドリカム人づくり推進事業（再掲） ９，２５８千円(学校教育課)

⑮ 青森県中学校文化連盟支援事業 １，７００千円(学校教育課)

⑯ 青森県高等学校文化連盟支援事業 ７９１千円(学校教育課)

⑰ 県高等学校総合文化祭 ２，８８８千円(学校教育課)

⑱ 外部人材活用による教科指導等充実事業 ２１，６３１千円(教職員課)

⑲ 学校図書館活動支援事業 ６，６０４千円(教職員課)

⑳ 道徳教育地域支援事業 １，６８２千円(学校教育課)



㉑ 多様な教育機会を活用した教育支援推進事業【新規重点】 ８，２１６千円(学校教育課)

小・中学校の不登校児童生徒を支援するため、関係機関等と連携し、学習機会の提供や支援の

在り方について検討を進めるとともに、研究指定校に校内教育支援センターを設置し、不登校児

童生徒への支援の調査研究等を行う。

㉒ 学校の教育相談体制充実を支援する外部専門家活用事業 １５５，８８３千円(学校教育課)

㉓ 居場所づくり・絆づくり推進事業 ２，６６１千円(学校教育課)

㉔ ソーシャルメディア等監視員配置事業 ２，９３５千円(学校教育課)

㉕ ２４時間いじめ等電話相談事業 ９，９００千円(学校教育課)

㉖ 青森県いじめ防止対策審議会（人件費） １７７千円(学校教育課)

㉗ 安心できる学校づくり推進事業 ２，１５０千円(学校教育課)

㉘ いじめ防止対策事業 ７６０千円(学校教育課)

㉙ いじめ防止キャンペーン推進事業 ７，４４１千円(生涯学習課)

㉚ 幼児教育の質的向上強化事業【新規重点・将来対応分】 １１，６７７千円(学校教育課)

幼児教育の質的向上を図るため、関係者が連携して幼児教育推進体制の在り方について研究・

検討を行うとともに、幼保小連携の推進に向けた「幼保小の架け橋プログラム」の開発・実践等

を行う。

㉛ 命を守る！防災教育推進事業【継続重点】 ３，４９６千円(スポーツ健康課)

児童生徒が自然災害発生時に適切に対応できる資質・能力の向上を図るため、指定校による取

組をまとめた防災教育実践事例集を作成・配布するとともに、防災教育推進事業成果発表会や学

校防災の中核となる教職員を養成する研修会を実施する。

㉜ 定期健康診断費 ８８，７８８千円(スポーツ健康課)

㉝ いきいき青森っ子健康づくり事業 １，５１８千円(スポーツ健康課)

㉞ 県民の未来の健康創造事業（教育委員会分）【新規重点・将来対応分】

２，５５９千円(スポーツ健康課)

児童生徒及びその保護者の生活習慣の実態を調査し、肥満傾向児出現率の改善に向けた取組を

推進するとともに、児童・保護者の意識の向上を図るため、教員を対象とした体育・食育の楽し

さアップ研修会を開催する。

㉟ がん教育総合支援事業 ８３３千円(スポーツ健康課)

㊱ 学校体育実技講習会 ８９５千円(スポーツ健康課)

㊲ 体力向上推進事業 ８６９千円(スポーツ健康課)

㊳ 地域スポーツクラブ活動体制推進事業【新規】 ６１，２１１千円(スポーツ健康課)

公立中学校における休日の部活動の地域移行を推進するため、指導者の人材バンクの構築を行

うとともに、県立中学校において部活動の地域移行に向けた実証を行うほか、市町村が行う地域

移行体制の構築を支援する。

（３）一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進

障害のある児童生徒の自立や社会参加を促進するため、個に応じた適切かつ専門性の高い指導・支援

に取り組みます。

① 高等学校における通級指導関連経費 １０９千円(学校教育課)



② 訪問教育指導事業 ２８７千円(学校教育課)

③ 特別支援学校就学奨励費 ２３０，１４１千円(学校教育課)

④ 特別支援学校技能検定事業 ４，６０６千円(学校教育課)

⑤ 特別支援学校におけるコミュニティ・スクール導入事業 ２，９２６千円(学校教育課)

⑥ 地区特別支援連携協議会【新規】 ４００千円(学校教育課)

地域の関係機関（教育・福祉・医療）との連携による特別な支援を必要とする幼児児童生徒の

支援に関する情報共有及び特別支援教育に関する専門性の向上を図るため、県内各地区において

協議会及び研修会を開催する。

⑦ 特別支援学校における家庭教育支援事業 ７０７千円(生涯学習課)

⑧ 障害者の生涯学習支援事業 １，０１４千円(生涯学習課)

⑨ 特別支援学校教室不足対策事業 ３９２，９１１千円(学校施設課)

⑩ 特別支援教育相談事業（総合学校教育センター） ７，５７７千円(学校教育課)

（４）子どもが安心して学び、多様な能力を伸ばす教育環境の整備

安全・安心な教育環境の確保や、教員の実践的な指導力の向上、ＩＣＴの効果的活用など、時代や社

会環境の変化に対応した、質の高い教育を受けられる持続可能な環境づくりに取り組みます。

① 老朽改築（校舎等建築）事業 １，６５３，０２０千円(学校施設課)

学校施設の安全・安心の確保及び機能向上等を図るため、八戸工業高校の校舎の改築工事を行

うとともに、五所川原高校、八戸東高校、下北地区統合校を開設するむつ工業高校及び県立盲学

校を併設する青森聾学校（寄宿舎を含む）の校舎並びに五所川原農林高校の寄宿舎の改築設計を

行う。

② 県立学校長寿命化・重点改良事業 ５４５，６４２千円(学校施設課)

黒石養護学校を旧黒石商業高校の敷地に移転するため、旧黒石商業高校の校舎等の改修設計・

工事を行う。

③ 県立学校大規模改修 １，８５８，６５５千円(学校施設課)

(うち２月補正分２１０，３０９千円)

④ 特別支援学校教室不足対策事業（再掲） ３９２，９１１千円(学校施設課)

教室不足の解消を図るため、七戸養護学校及びむつ養護学校の校舎の増築設計を行う。

⑤ 県立学校ＡＥＤ整備費 ４，３１４千円(スポーツ健康課)

⑥ 被災児童生徒就学支援等事業 ９５０千円(学校教育課・スポーツ健康課)

⑦ 高等学校定時制・通信制教科書学習書給与事業 ２，１１０千円(学校教育課)

⑧ 特別支援学校就学奨励費 ２３０，１４１千円(学校教育課)

⑨ 特別支援教育就学奨励費システム保守委託経費 ９３５千円(学校教育課)

⑩ 高校奨学金貸与事業費補助 ２０，３５１千円(教職員課)

⑪ 高等学校定時制・通信制課程修学奨励金貸与事業 ５，３２８千円(教職員課)

⑫ 県立高等学校等就学支援金 ２，０５１，３３３千円(学校施設課)

家庭における教育費負担を軽減するため、県立高校等の一定の所得未満の世帯の生徒に対し、

授業料に充てるための支援金を支給する。



⑬ 奨学のための給付金事業 ５３６，７８８千円(学校施設課)

低所得世帯の授業料以外の教育費負担を軽減するため、県立高校等の生徒の保護者等に対し、

奨学のための給付金を給付する。（第１子の高校生等がいる世帯の給付額増額）

【給付額（年額）】

対 象 者 区 分 令和4年度 令和5年度

生活保護受給世帯 全日制・定時制・通信制 32,300円 32,300円

専攻科 50,500円 50,500円

道府県民税所得割 全日制・定時制（第１子） 114,100円 117,100円

及び市町村民税所 全日制・定時制（第２子以降） 143,700円 143,700円

得割非課税世帯 通信制・専攻科 50,500円 50,500円

⑭ 学校給食衛生管理事業 ７，６６８千円(スポーツ健康課)

⑮ 県立学校給食設備整備事業 ３，３７５千円(スポーツ健康課)

⑯ 県立学校給食委託事業 ２１，６５０千円(スポーツ健康課)

⑰ 「あおもりで働こう」小学校教員魅力向上事業【新規重点】 １１，７８７千円(教職員課)

小学校教員の志望者の増加を図るため、小学校教員の魅力を伝える動画を作成し、大学生や高

校生に向けてＰＲ活動等を実施するとともに、臨時講師採用に向けた研修会等を開催する。

⑱ あおもりっ子育みプラン２１事業 １，１１９，２６５千円(教職員課)

きめ細かな学習指導や生活指導を実施するため、これまで小学校全学年及び中学校１年生を対

象に実施してきた３３人学級編制等を中学校２年生まで拡充し実施する。また、指導の充実を図

るため、小学校全学年を対象に、引き続き複式学級の一定の児童数以上で非常勤講師を配置す

る。

対象 教員数 当初予算額

小 学 校 １４３(７５)人 ５８８，８９７千円

中 学 校 １０２ 人 ５３０，３６８千円

合 計 ２４５(７５)人 １，１１９，２６５千円

※小学校の（ ）は非常勤講師で内数。

⑲ 外部人材活用によるスクールサポートスタッフ配置事業

１６４，３０１千円(学校教育課・教職員課)

教職員の業務の負担軽減を図るため、小・中学校、高等学校及び特別支援学校で教職員の事務

的補助を行うスクールサポートスタッフの配置を拡充する。拡充に当たっては、障害者を雇用す

ることとし、県教育委員会における障害者雇用を推進する。

Ｒ４ 小・中学校２７校、高等学校２２校、特別支援学校２０校

→ Ｒ５ 小・中学校４２校、高等学校２６校、特別支援学校２０校

⑳ 学校等における法務相談体制整備事業 １，９８８千円(教職員課)

深刻な児童生徒間トラブルや外部からの過剰な要求等に対応する教職員の負担軽減を図るとと

もに、児童生徒にとって最適な教育環境を維持するため、県弁護士会と連携してスクールロイヤ

ーを配置し、学校からの法務相談に対応できる体制を整備する。

㉑ スクールライフサポーター配置事業 ４，３７６千円(教職員課)

㉒ 地域スポーツクラブ活動体制推進事業【新規】（再掲） ６１，２１１千円(スポーツ健康課)



㉓ 学校における運動部活動推進事業 １１，６１０千円(スポーツ健康課)

適切な運動部活動の実現及び教職員の運動部活動指導の負担軽減を図るため、市町村立中学校

及び県立学校に運動部活動指導員を配置する。

㉔ 学校における文化部活動推進事業 ３，３６４千円(学校教育課)

適切な文化部活動の実現及び教職員の文化部活動指導の負担軽減を図るため、市町村立中学校

及び県立学校に文化部活動指導員を配置する。

㉕ 教員等資質向上推進協議会 ２５２千円(学校教育課)

㉖ 初任者研修 １４，５００千円(学校教育課)

㉗ 教職員研修関係経費 ２，４４２千円(学校教育課)

㉘ 幼稚園新規採用教員研修 ５０７千円(学校教育課)

㉙ ＡＯＭＯＲＩ多文化共生推進事業 ４，０００千円(学校教育課)

㉚ 研修講座（総合学校教育センター） １１，３３８千円(学校教育課)

㉛ 長寿命化推進事業（総合学校教育センター） １４０，３４０千円(学校教育課)

㉜ 県立学校におけるＩＣＴを活用した授業づくり推進事業【新規重点】（再掲）

１３，７３０千円(学校教育課)

㉝ 県立学校情報通信技術支援事業 １２，３８２千円(学校教育課)

㉞ 授業目的公衆送信補償金 １０，３９４千円(学校教育課)

㉟ 学校安全指導者研修 ３０２千円(スポーツ健康課)

㊱ 学校安全総合支援事業 ３，０５１千円(スポーツ健康課)

㊲ 学校安全対策費 ２，２５０千円(スポーツ健康課)

㊳ 養護教諭研修（新規採用研修、経験者研修） ３，８１９千円(スポーツ健康課)

㊴ 栄養教諭・学校栄養職員研修（新規採用研修、経験者研修） １，１６２千円(スポーツ健康課)

㊵ 県立高等学校教育改革推進事業 ２６，２４２千円(高等学校教育改革推進室)

県立高等学校教育改革推進計画の着実な推進のため、県立高等学校の特色等を発信するホーム

ページの開設や全国からの生徒募集等を行うとともに、令和１０年度以降の実施計画の策定に向

けて検討会議や高等学校教育に関する意識調査を実施する。

（５）「生きる・働く・学ぶ」をつなぐキャリア教育の推進

小・中・高等学校から大学等そして就職までのつながりや将来の生き方を意識したキャリア教育を社

会全体で推進し、社会的・職業的自立のために必要な能力・態度を育成します。

地域や大学・企業等と連携し、子どもや若者の地域に対する貢献意欲の向上や創造力の育成を図るな

ど、県内定着促進も意識したキャリア形成支援に取り組みます。

① 高校生の就職総合支援プロジェクト事業 ２０，０８０千円(学校教育課)

② 医師を志す高校生支援事業（再掲） １８，５９９千円(学校教育課)

③ 青森から世界へ向かってチャレンジするグローバル人財育成事業【継続重点】（再掲）

２３，９０６千円(学校教育課)

④ 特別支援学校技能検定事業（再掲） ４，６０６千円(学校教育課)



⑤ 持続可能な地域づくり「あおもり創造学」プロジェクト事業【継続重点】（再掲）

８３，４０４千円(学校教育課)

高校生の県内定着促進や、持続可能な青森県を創造できる人材育成に向けて、全ての県立高校

において、地域資源や人材を活用して、高校所在地域及び自身の居住地域等について理解を深め

る学習「あおもり創造学」に取り組むほか、県内就職に関する情報提供や学校と企業の相互理解

を促進するための就職支援員を配置する。

⑥ 仕事力養成推進事業 ２，５０１千円(学校教育課)

⑦ 青森で生きる未来人財育成事業（総合社会教育センター） １，０００千円(生涯学習課)

⑧ 大学生とカタル！キャリア形成サポート事業（総合社会教育センター） ９９５千円(生涯学習課)

⑨ 高校生スキルアッププログラム推進事業（総合社会教育センター） １９０千円(生涯学習課)

⑩ 元気青森人を創造するｅラーニング推進事業（総合社会教育センター） ９８７千円(生涯学習課)

（６）学校・家庭・地域が連携し社会全体で子どもを育む仕組みづくり

学校・家庭・地域の連携を強化し、社会全体で子どもを育む仕組みづくりを推進します。

① 高等学校におけるコミュニティ・スクール導入モデル事業 ８９０千円(教職員課)

② 特別支援学校におけるコミュニティ・スクール導入事業（再掲） ２，９２６千円(学校教育課)

③ 地域と学校とのパートナーシップ強化事業【新規重点】 ５，６１９千円(生涯学習課)

地域学校協働活動の更なる推進を図るため、学校関係者と地域の企業等との情報交換会等や市

町村向けの研修会を実施するとともに、県立学校に地域学校協働活動推進員を配置し、活動の効

果検証を行う。

④ 地域学校協働活動推進事業 ２，５３９千円(生涯学習課)

⑤ 学校・家庭・地域連携協働推進事業費補助 ３８，２３７千円(生涯学習課)

⑥ 子どもの読書活動推進事業 ３，４２６千円(生涯学習課)

⑦ あおもり家庭教育支援総合事業 ２，５６６千円(生涯学習課)

⑧ 特別支援学校における家庭教育支援事業（再掲） ７０７千円(生涯学習課)

⑨ 障害者の生涯学習支援事業（再掲） １，０１４千円(生涯学習課)

⑩ 若者の社会参加促進事業 １，０１８千円(生涯学習課)

⑪ 地域の今と未来をつなぐキャリア教育推進事業（総合社会教育センター） ８０１千円(生涯学習課)

⑫ 家庭教育支援動画制作普及事業（総合社会教育センター） ３，８６６千円(生涯学習課)

⑬ あおもり家庭教育力向上事業（総合社会教育センター） １，０２５千円(生涯学習課)



２ あおもりの今をつくる人財の育成
地域の課題に主体的に取り組む意欲ある人財の育成、地域における持続可能な人財育成の仕組みづく

り、国内外の人財の交流による地域の活性化に取り組みます。

移住の促進など多様な人財との交流によるネットワークを構築し、地域の担い手の確保・育成につな

げます。

若者や女性、高齢者の活躍促進、県民が生きがいを持って生活できる環境づくりに取り組みます。

（１）活力ある持続可能な地域づくりのための人づくり

地域の活力が将来にわたって持続するよう、「生業」づくりや地域づくりに取り組むリーダーの育成

を行うとともに、次の世代を担う人財の育成に向けた仕組みづくりに取り組みます。

国内外の人財の交流などによる地域の活性化や、多様な働き方を可能とする環境づくりに取り組みま

す。

① 社会教育を核とする地域ネットワーク活用促進事業 １，６４９千円(生涯学習課)

② パワフルＡＯＭＯＲＩ！創造塾開催事業（総合社会教育センター） １，１９６千円(生涯学習課)

③ 地域の今と未来をつなぐキャリア教育推進事業（総合社会教育センター）（再掲）

８０１千円(生涯学習課)

（２）生涯を通じた学びと社会参加活動の拡大

県民の生涯を通じた学びの機会の提供や、その学習成果を生かした地域活動への参加推進、高齢者の

活躍促進に取り組みます。

① 夜間中学需要等調査事業【新規】 ９９３千円(教職員課)

「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」（教育機

会確保法）等によって夜間中学における就学の機会等の措置を講ずるものとされていることを

踏まえ、夜間中学に対するニーズ調査を実施し、本県における在り方を検討する。

② 特別支援学校を活用した生涯学習講座開設事業 ８０２千円(生涯学習課)

③ 生涯学習推進基盤整備事業 １，０４８千円(生涯学習課)

④ 若者の社会参加促進事業 １，０１８千円(生涯学習課)

⑤ 子どもの読書活動推進事業（再掲） ３，４２６千円(生涯学習課)

⑥ 資料整備事業（県立図書館） ６５，４７５千円(生涯学習課)

⑦ 読書バリアフリー推進事業（県立図書館） １，６１２千円(生涯学習課）

⑧ 運営管理事業（総合社会教育センター） １３２，４９０千円(生涯学習課)

⑨ 施設設備改修工事（総合社会教育センター） ８３，６５２千円(生涯学習課)

⑩ 元気青森人を創造するｅラーニング推進事業（総合社会教育センター）（再掲）

９８７千円(生涯学習課)

⑪ 学習情報の収集・提供事業（総合社会教育センター） ７，３４３千円(生涯学習課)



３ あおもりの活力をつくる文化・スポーツの振興
本県の歴史・文化を継承していくため、その適切な保存と積極的な活用に取り組みます。

文化芸術に親しむ環境づくりと人財の育成を進めるほか、文化芸術資源を活用した地域づくりに取り

組みます。

スポーツを通じた県民の健康増進や、スポーツを活用した交流人口の拡大などによるにぎわいの創出、

第80回国民スポーツ大会の本県開催を見据えた競技力の向上などに取り組みます。

（１）歴史・文化の継承と活用

縄文遺跡群の世界文化遺産登録をめざす取組を推進するとともに、一体的な保全と活用に取り組みま

す。

郷土の歴史、民俗、産業、自然等に関する資料や文化財などの適切な保存と活用を促進するとともに、

伝統文化の鑑賞・体験機会の充実に取り組みます。

① 「みんなあつまれ！三内丸山遺跡」保存・活用事業【新規重点】（三内丸山遺跡センター）

３０，５３７千円(文化財保護課)

世界文化遺産として認められた三内丸山遺跡の価値を未来に継承し、伝えるため、地域住民や

幅広い世代が参画し、保存・活用の意識を高めるとともに、国内・国外観光客への積極的なＰＲ

を行う。

② 「青森の縄文遺跡群」保存・活用事業【新規重点・将来対応分】（三内丸山遺跡センター）

１２５，６４９千円(文化財保護課)

「青森の縄文遺跡群」の適切な保存・活用を推進していくため、関係自治体や民間団体等と連

携し、縄文遺跡群の価値や魅力が広く国内外で理解され、世界に誇り、世界からも選ばれる場所

となるよう普及啓発、認知度向上に向けた県外プロモーション、関係市町の遺跡施設等の整備に

対する支援等の受入態勢の充実に取り組む。

③ 「北海道・北東北の縄文遺跡群」保存・活用推進事業【継続重点】（三内丸山遺跡センター）

４１，６８９千円(文化財保護課)

「北海道・北東北の縄文遺跡群」を次の世代に守り伝えていくため、関係道県及び市町と共同

で設置する包括的保存管理体制の下、適切な保存と活用を推進するほか、登録直後の関心の高さ

を活かして国内外へ縄文遺跡群の価値や魅力を発信する。

④ 「青森の縄文遺跡群」情報発信拠点施設関連事業（三内丸山遺跡センター）

４５６，０１１千円(文化財保護課)

県内に所在する「北海道・北東北の縄文遺跡群」の８つの構成資産について、世界文化遺産と

しての価値の伝達や遺跡への来訪・周遊を促進する情報発信のための拠点施設を整備する。

⑤ 特別展開催事業（三内丸山遺跡センター） １０，４８８千円(文化財保護課)



⑥ 三内丸山遺跡保存・活用関連事業（三内丸山遺跡センター） １２５，０１５千円(文化財保護課)

三内丸山遺跡の適切な保存と積極的な活用に向けた整備等を行う。

・ 三内丸山遺跡史跡整備事業 ８１，１４０千円

子どもの墓覆屋設置工事、西盛土付近視点場設置工事、園路舗装改修工事等

・ 三内丸山遺跡長寿命化事業 ４３，８７５千円

縄文時遊館屋上柵設置等改修工事、縄文シアター映像・音響機器更新

⑦ 文化財修理費補助 ６，４７８千円(文化財保護課)

⑧ 無形民俗文化財等保護費補助 ４８２千円(文化財保護課)

⑨ 記念物環境整備費補助 ３，７７３千円(文化財保護課)

⑩ 指定文化財管理費補助 １，８０３千円(文化財保護課)

⑪ 埋蔵文化財緊急発掘調査費補助 １，６４７千円(文化財保護課)

⑫ こども民俗芸能大会（再掲） ４，５７０千円(文化財保護課)

⑬ 北海道・東北ブロック民俗芸能大会 ７７９千円(文化財保護課)

⑭ 文化施設感染症防止等対策強化事業 ３，９４１千円(文化財保護課)

⑮ 「地元の縄文」再発見プロジェクト事業【継続重点】 ８，８０９千円(文化財保護課)

世界文化遺産の構成資産以外も含めた地元の縄文遺物の価値や魅力を県民に伝達し、郷土愛の

醸成や地域活性化を図るため、市町村と縄文遺物の活用に向けた連絡会議、授業で活用する縄文

遺物セットの製作、地元の縄文を紹介する講演会等の開催、県内各地で配布する「あおもり縄文

カード」の作成等を行う。

⑯ 小学生による縄文遺跡と地域の文化財体験事業【継続重点】（再掲）

３，０７１千円(文化財保護課)

縄文遺跡をはじめとする県内の文化財の保存・活用に関わる人材の育成を図るため、小学生と

地域との連携による地域の文化財の学習・体験活動等を実施する。

⑰ 長寿命化改修関連事業（郷土館） ６６，９４１千円(文化財保護課)

郷土館の長寿命化改修に係る設計を行うとともに、資料等の館外退避に係る準備を行う。

⑱ 運営管理事業（郷土館）（再掲） ９４，３８３千円(文化財保護課)

（２）健康でスポーツに親しむ環境づくりと競技力の向上

県民が年間を通じてスポーツに取り組める環境を充実させるほか、全国大会などで活躍できる選手や

指導者を育成し、県民の健康づくりやスポーツによる地域活性化を進めます。

① 全国スポーツ推進委員研究協議会開催費負担金【新規】 ２，０３３千円(スポーツ健康課)

令和５年１１月に青森市で開催される第６４回全国スポーツ推進委員研究協議会の開催に要す

る経費を負担する。

② 学校体育実技講習会 ８９５千円(スポーツ健康課)

③ 体力向上推進事業（再掲） ８６９千円(スポーツ健康課)

④ 全国大会派遣費補助（高等学校・中学校） １３，２２０千円(スポーツ健康課)

⑤ 学校における運動部活動推進事業（再掲） １１，６１０千円(スポーツ健康課)

⑥ 地域スポーツクラブ活動体制推進事業（再掲） ６１，２１１千円(スポーツ健康課)

⑦ 各種体育・スポーツ大会開催費助成 ４，９００千円(スポーツ健康課)



⑧ 県有体育施設運営管理事業 １，４０１，４３３千円(スポーツ健康課)

⑨ 青森県スポーツ協会補助 ２９，９２５千円(スポーツ健康課)

⑩ スポーツ振興事業職員費 １８，０００千円(スポーツ健康課)

⑪ 青森県民駅伝競走大会開催費 １６，８１１千円(スポーツ健康課)

⑫ スポーツ科学センター運営管理費 ６０，８４９千円(スポーツ健康課)

⑬ 国体・東北総体派遣事業 ９６，２４３千円(スポーツ健康課)

⑭ スポーツ・レクリエーション振興事業 ７，７１８千円(スポーツ健康課)

⑮ 広域スポーツセンター運営事業 ３，７９２千円(スポーツ健康課)

⑯ 「スポーツでみんなを元気に」健康力アップ事業費【継続重点】 ４，２２９千円(スポーツ健康課)

スポーツを通じた健康づくりを推進するため、地域スポーツの担い手となる総合型地域スポー

ツクラブと連携し、地域の実情に応じた運動・スポーツ活動に取り組む。

⑰ 競技力強化事業 ４１５，５３５千円(スポーツ健康課)

国民スポーツ大会の本県開催に向けた総合的・戦略的な選手強化を行う。

・ 競技力向上対策本部運営費 ９，４９２千円

・ 競技力向上事業 １１０，１０６千円

・ 競技力向上対策特別事業 ２４７，０９２千円

競技力向上を図るため、競技団体へのアドバイザー派遣、強化拠点校や有力選手等への活動

支援、女性アスリートの競技継続支援、指導者の育成及び公認資格の取得支援、トップレベル

コーチの招へい、競技団体間の情報共有の強化、医・科学スタッフによるサポートの強化、特

殊競技用具整備、雇用奨励金等による選手・指導者の雇用環境充実支援を行う。

・ スポーツ科学チームサポート事業 ４，９８３千円

スポーツ科学専門員による科学的分析に基づくトレーニングのサポートを行う。

・ スポーツ科学センター環境充実事業 ４３，８６２千円

スポーツ科学チームサポート事業の実施に向け、スポーツ科学センターの組織の充実及び機

器の整備等を行う。


